
以
上
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
、
近
代
の
′
日
本
文
学

が
、
そ
の
社
会
基
鷹
の
不
完
全
性
は
と
も
か
く
、
西
洋
文
学
の
影
響
の
大
な
る

に
か
ゝ
あ
ら
ず
、
あ
ま
り
に
、
過
去
の
文
学
、
と
く
に
叙
事
文
学
（
小
説
）
の

変
転
の
様
相
に
翫
似
し
た
も
の
を
持
っ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

的
答
は
自
ら
明
か
で
あ
ろ
う
。

〔
伺
訂
〕
本
稿
に
続
く
も
の
と
し
て
　
「
そ
の
四
・
生
活
構
想
と
し
て
の
小
説

散
文
」
　
「
そ
の
五
・
近
代
小
説
形
態
論
」
　
（
何
れ
も
仮
題
）
を
用
意

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
五
部
を
以
て
、
「
日
本
小
説
研
究
序
論
」

の
構
想
を
完
結
す
る
予
定
で
あ
る
。

－
　
鈴
基
女
子
短
大
助
数
痩
T
l

部
．
安
　
　
泰

隠
岐
島
五
箇
方
言
の
文
ア
ク
セ
ン
ト

隠
肢
島
の
方
言
状
態
を
大
観
す
る
と
き
、
五
箇
地
域
の
生
活
語
は
、
一
つ
の

特
殊
状
況
を
元
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
五
箇
地
域
は
「
島
後
」
西
北
端

に
杜
琶
し
・
他
地
域
と
の
境
界
あ
た
り
は
一
帯
の
山
地
で
あ
っ
．
て
、
比
較
的
孤

立
し
が
ち
な
土
地
柄
だ
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
地
域
の
生
活
語
を
、
一
つ
の
方
言

と
し
て
把
捉
す
る
こ
．
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
こ
の
五
箇
方
言
を
、
文
ア
ク
セ
ン
ト

の
面
か
ら
な
が
め
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

五
箇
方
言
文
ア
ク
セ
ン
ト
を
特
輿
つ
け
る
基
本
的
な
特
質
傾
向
と
し
て
は
、

だ
い
た
い
、
「
置
頭
後
起
動
」
　
「
後
下
が
り
塾
」
　
「
後
上
が
り
塾
」
の
三
つ
の

型
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
お
の
お
の
の
型
に
つ
い
て
み
て
い
く

こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
報
告
は
、
次
の
よ
う
な
調
査
の
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
。

第
一
回
調
査

第
二
回
調
査

第
一
二
回
調
査

〓

「
琵
璃
後
起
塾
」
と
は
、

○
サ
ク
ラ
。
（
小
男
）

さ
く
ら
。

昭

和

3

2

・

4

・

1

～
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の
よ
う
に
、
文
の
冒
頭
と
餃
方
と
に
隆
起
昔
の
あ
る
も
の
を
い
う
。
こ
の
よ
う

な
文
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
日
常
顕
禁
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
五
箇
方
言
文
ア
ク

セ
ン
ト
中
、
最
も
注
目
さ
れ
る
特
質
傾
向
で
あ
る
。

「
琵
頭
徽
起
塑
」
は
二
一
伍
の
塾
に
み
わ
け
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
前
掲
の

「
サ
ー
ク
ラ
l
。
」
の
よ
う
に
、
文
の
両
端
に
高
音
が
隆
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
可
ネ
可
。
（
小
男
）

五
年
生
。

○
イ
ー
カ
月
。
（
小
女
↓
同
）

だ
　
め
。

○
刊
力
可
。
（
育
男
↓
同
）

開
か
な
い
。

以
上
の
例
の
よ
う
な
コ
ー

型
」
と
よ
ぷ
こ
と
に
す
る
っ

コ
型
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
　
「
捲
頭
後
起
A

い
ま
一
つ
は
、

○
刊
イ
刃
ラ
。
．
バ
ー
サ
ン
。
　
（
小
女
1
老
女
）

さ
よ
う
な
ら
っ
　
お
ば
あ
さ
ん
。

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
の
、
冒
頭
と
中
途
と
に
高
音
が
隆
起
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
コ
　
ー
　
コ
ー
ー
型
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
「
踵
頭
後
起
B
型
」
と
よ
ぶ

こ
と
に
す
る
。

の
擾
頭
後
起
A
型

－

－

1

．

1

′

0

「
踵
頭
後
起
A
型
」
へ
以
下
、
「
A
型
」
と
上
ぶ
）
の
「
サ
ク
ラ
」
な
ど
は
、
一

文
が
三
音
節
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
そ
の
筋
一
音
節
と
第
三
音
節
と
が
隆
起
し

て
い
て
、
特
徴
は
き
あ
や
か
で
あ
る
。l

＼

○
可
レ
、
キ
タ
ナ
イ
　
ザ
シ
キ
ダ
。
（
老
女
）

や
れ
ま
あ
、
き
た
な
い
座
敷
だ
。

、
ヽ

○
可
－
　
ゴ
ザ
ン
ス
　
ズ
ヤ
。
　
（
中
女
1
同
）

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
よ
。

こ
の
よ
う
な
例
に
な
る
と
、
匹
音
節
以
上
か
ら
な
る
一
文
の
全
体
に
、
い
わ
ゆ

る
両
班
隆
起
の
一
つ
の
波
形
か
認
め
ら
れ
る
。

l
＼

○
オ
ッ
刊
刊
l
ソ
。
封
サ
サ
ッ
シ
ャ
イ
ー
。
（
小
男
）

お
じ
ち
ゃ
ん
。
お
み
せ
な
さ
い
。

し

○
刊
キ
マ
シ
ェ
ソ
　
ズ
ヤ
。
（
老
女
）

で
き
ま
せ
ん
よ
。

こ
れ
ら
の
例
に
し
て
も
右
の
と
同
様
で
あ
る
。
前
述
の
「
叫
ク
到
。
」
な
ど
と

同
一
の
、
根
強
い
傾
向
に
発
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
A
型
」
は
、
文
の
直
接
亭
素
で
あ
る
話
部
の
う
え
に
も
え
が

か
れ
て
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

○
列
ド
レ
列
　
ワ
1
。
（
小
男
↓
中
女
）

こ
ろ
ん
だ
よ
。

○
ア
リ
ブ
．
ク
　
ワ
ナ
。
（
中
男
↓
同
）

蟻
だ
よ
ね
。

＼

○
叫
イ
キ
ン
マ
テ
　
可
メ
タ
　
ズ
ヤ
。
（
中
男
↓
同
）

最
近
ま
で
あ
っ
た
よ
。

○
可
ン
ソ
ク
叫
　
ゴ
ワ
I
ン
シ
ョ
ー
ツ
ク
エ
ド
　
ノ
ー
。
（
老
男
）

遠
足
は
ご
ざ
い
ま
し
ょ
っ
た
け
れ
ど
ね
え
。

こ
の
例
な
ど
は
、
「
A
刑
こ
の
形
式
が
第
一
詣
部
に
あ
っ
て
、
全
文
の
抑
揚
を

特
徴
づ
け
C
い
る
。
即
ち
第
一
詰
部
の
特
徴
形
式
を
視
点
と
し
て
、
全
文
の
抑

揚
上
の
特
徴
を
把
拉
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

○
キ
ゴ
ー
ン
デ
　
可
イ
ト
の
　
ト
ツ
テ
　
キ
チ
ョ
ー
。
（
薯
男
）

き
お
い
た
っ
て
、
毎
年
取
っ
て
き
て
い
る
。
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○
フ
呵
モ
l
　
可
－
タ
イ
可
　
ス
引
」
芦
ツ
タ
デ
ス
　
ワ
。
（
老
男
）

ひ
げ
も
交
替
に
剃
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

㌧

○
ソ
可
　
尋
－
　
シ
ー
ツ
カ
ニ
ー
。
（
中
男
）

で
は
ま
あ
お
静
か
に
。
〔
辞
去
の
際
、
居
残
っ
て
い
る
人
に
む
か
っ

て
〕

こ
れ
ら
の
例
で
は
・
問
題
の
形
式
が
．
文
の
由
途
や
最
後
の
話
部
に
あ
り
、

○
耳
シ
ョ
ー
デ
l
　
列
ソ
ザ
イ
マ
列
　
射
ル
デ
ス
　
ワ
t
。
（
育
男
）

無
償
で
、
現
在
ま
で
お
り
ま
す
よ
。

○
列
イ
シ
ャ
叫
　
」
1
1
ト
ー
勇
　
司
サ
ン
ペ
ソ
イ
キ
マ
シ
タ
。
（
老
女
）

出
雲
大
社
や
入
湯
＜
玉
造
温
泉
＞
に
は
二
一
、
三
べ
ん
行
き
ま
し
た
。

○
ズ
ン
ド
　
シ
ョ
ッ
パ
ツ
　
ワ
タ
ツ
タ
　
ワ
ケ
デ
ス
。
（
老
男
）

ず
つ
と
最
初
に
∧
戦
地
へ
∨
滞
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
の
例
で
は
、
二
話
部
・
あ
る
い
些
二
謡
部
に
わ
た
っ
て
問
題
の
形
式
が

く
り
か
え
さ
れ
て
い
て
、
全
文
の
抑
揚
が
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

○
の
芸
ラ
　
イ
可
ヤ
l
 
d
ガ
　
ク
の
可
当
町
　
封
1
。
（
老
男
）

今
か
ら
行
け
ば
、
日
が
暮
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
例
の
「
の
マ
カ
ラ
　
イ
利
可
」
に
は
、
二
話
部
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
も
、
両
雄
隆
起
の
一
つ
の
波
が
二
話
部
の
う
え
に
み
ら
れ
る
も
の
と

し
て
よ
か
ろ
う
か
と
恩
う
。
つ
ま
り
、
二
話
部
の
う
え
に
「
抑
揚
の
単
位
」
が

認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
認
め
ら
れ
る
一
つ
の
波
の
「
う

ね
り
」
も
、
前
述
の
謡
例
で
み
た
、
一
語
部
単
位
の
「
う
ね
り
」
の
場
合
と
同

様
の
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

○
不
タ
ニ
フ
カ
l
『
刊
　
須
ス
　
コ
ト
ガ
　
ヂ
判
ン
デ
ス
　
ケ
こ
。
（
老

男
）板

に
ひ
か
ね
は
∧
山
か
ら
ヾ
持
ち
田
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
よ
。

○
タ
ー
イ
テ
　
シ
マ
ッ
チ
ー
　
ケ
ー
　
ナ
叫
ニ
シ
テ
　
ゴ
ザ
ン
ス
。
（
老
女
）

燃
し
て
し
ま
っ
て
、
ほ
ん
と
に
、
な
い
こ
と
に
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
例
に
み
ら
れ
る
「
イ
ー
タ
ニ
フ
カ
↓
可
」
　
「
タ
ー
イ
テ
　
シ
マ
ッ
チ
I
」

な
ど
も
、
前
例
と
同
様
に
、
二
話
部
の
う
え
に
「
抑
揚
の
単
位
」
を
辞
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

吻
捧
頭
後
起
B
型

「
叫
イ
カ
ラ
。
」
な
ど
の
「
琵
項
後
起
B
型
」
　
（
以
下
「
B
型
」
と
よ
ぷ
）

も
、
当
、
五
箇
方
言
の
違
要
な
ア
ク
セ
ン
ト
形
式
で
あ
る
。

「
叫
イ
刃
ラ
。
」
や
、

○
列
ワ
l
当
刊
っ
イ
　
ノ
。
（
小
男
）

お
食
べ
な
さ
い
ね
。

な
ど
は
、
第
二
尚
書
と
第
一
一
高
音
と
の
あ
い
だ
の
低
音
が
一
音
節
だ
け
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

○
到
メ
ソ
ナ
叫
ン
セ
。
（
中
女
）

．
こ
め
ん
く
だ
さ
い
。

こ
れ
な
ど
は
、
第
二
筒
音
と
第
二
高
音
と
の
あ
い
だ
の
低
音
が
二
音
節
以
上
に

わ
た
る
。○

叫
ラ
ッ
シ
ャ
封
ン
　
カ
。
（
老
女
）

お
や
り
に
な
ら
な
い
か
。

○
カ
ン
ガ
ク
シ
ャ
デ
ス
　
ワ
ー
。
（
老
男
）

漢
学
者
で
す
よ
。

こ
れ
ら
の
例
も
右
の
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の

は
、
「
カ
」
　
「
ワ
ー
」
　
と
い
う
文
末
部
が
、
竺
一
高
音
に
続
く
低
音
の
中

に
、
自
然
の
う
ち
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、

二
話
部
を
含
む
全
文
の
う
え
に
、
一
つ
の
抑
揚
の
波
か
う
ね
っ
て
い
る
と
み

る
こ
と
も
訂
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
で
は
、
前
掲
の
「
ク
ワ
シ
ャ
イ
　
ノ
。
」
の
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場
合
も
同
様
で
あ
る
。

○
可
ラ
べ
ニ
ゴ
ザ
ッ
タ
　
カ
。
（
中
女
）

調
否
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
。

こ
の
例
は
、
前
例
と
違
っ
て
二
一
つ
の
高
音
の
あ
い
だ
の
低
音
が
一
音
節
で
、

し
か
も
、
舞
二
高
譲
の
後
に
低
音
の
部
分
が
な
が
く
続
い
て
い
る
。
次
の
話
例

も
同
様
で
あ
る
。

○
ミ
ナ
ト
ガ
　
ナ
イ
デ
ス
ケ
　
ネ
ー
。
（
岩
島
）

跨
が
な
い
で
す
か
ら
ね
え
。

○
コ
ッ
チ
べ
タ
ノ
　
コ
ト
．
ハ
ダ
　
ワ
。
（
育
女
1
同
）

こ
ち
ら
倒
八
こ
の
土
地
V
の
こ
と
ば
だ
あ
。

○
封
ウ
封
ガ
　
ゴ
ザ
ン
シ
ェ
ヌ
。
（
老
女
）

恒
う
ち
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
は
、
一
文
の
う
え
に
、
一
つ
の
抑
揚
の
波
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ

る
。こ

の
「
B
刑
亡
は
、
一
方
で
は
、
文
の
直
接
要
素
で
あ
る
話
部
の
う
え
に
も

え
が
か
れ
て
、
二
回
、
あ
る
い
は
一
二
回
と
く
り
か
え
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

○
ム
カ
ー
エ
ユ
カ
シ
ャ
ッ
タ
。
（
中
女
）

む
こ
う
へ
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

○
′
竹
メ
列
ケ
　
叫
力
到
ヌ
。
（
小
男
）

や
め
た
か
ら
わ
か
ら
な
い
。

○
コ
ト
シ
モ
　
ヤ
リ
マ
ス
。
（
中
女
）

今
年
も
や
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
「
B
型
」
が
二
回
く
り
か
え
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
イ
ワ
レ
ガ
　
ア
ル
デ
ス
　
ワ
ナ
。
（
老
男
）

由
来
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

○
ア
マ
ー
チ
ク
ワ
レ
ヌ
ケ
ー
。
（
老
女
1
大
勢
）

あ
ま
く
て
食
べ
ら
れ
ぬ
よ
。

こ
れ
ら
も
同
様
に
、
問
題
の
形
式
が
二
回
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
形
式
の
も
の
は
、
一
方
か
ら
み
る
と
、
冒
頭
の
高
音
に
始
っ

て
、
以
下
・
一
音
節
へ
だ
て
に
、
規
則
正
し
く
隆
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
ア
ン
マ
リ
オ
カ
シ
テ
モ
ノ
エ
ワ
レ
ノ
。
（
小
男
）

あ
ん
ま
り
お
か
し
く
て
も
の
が
い
わ
れ
な
い
。

こ
の
例
は
、
「
モー
ノ
」
を
は
さ
ん
で
、
問
題
の
形
式
が
一
二
回
く
り
か
ま
さ
れ
て

い
る
が
・
こ
れ
も
、
一
方
か
ら
み
る
と
、
高
音
が
、
一
苦
節
へ
だ
て
に
、
規
則

正
し
く
隆
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
エ
モ
カ
カ
モ
テ
イ
カ
ン
〆
。
（
中
女
1
老
男
）

よ
う
か
か
え
て
行
か
な
い
の
だ
。

こ
れ
も
、
右
の
と
同
様
で
あ
る
。

、
ヽ

○
テ
キ
ニ
モ
　
シ
ー
フ
ス
ル
　
ワ
ケ
デ
ス
ケ
　
ノ
。
（
老
男
）

敵
に
も
知
ら
せ
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
〔
空
襲
警
報
を
出
す
と
〕

㌧

○
刺
．
ハ
叫
ン
　
利
ラ
耳
ソ
　
チ
ョ
ー
。
（
中
女
l
孟
目
女
）

お
ば
さ
ん
は
来
ら
れ
な
い
っ
て
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
い
ず
れ
も
、
第
一
、
第
二
話
部
に
問
題
の
形
式
が
含
ま
れ
て

い
て
、
全
文
の
抑
揚
が
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。

0
如
ケ
テ
　
オ
ス
マ
ッ
可
ヤ
ー
ソ
シ
ェ
ー
。
へ
老
女
）

か
け
て
お
や
す
み
な
さ
い
。

○
ナ
ラ
　
オ
ジ
ヤ
マ
シ
尋
シ
タ
っ
　
（
中
女
1
老
女
）

で
は
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
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こ
れ
ら
の
例
は
、
前
述
の
「
可
メ
ソ
ナ
叫
ソ
セ
。
」
　
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
艶

が
一
文
中
に
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
点
か
ら
時
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、

C
オ
ー
ン
刃
シ
　
ミ
ョ
ー
ジ
デ
　
刊
バ
刺
ン
デ
ス
ケ
ン
　
ノ
ー
。
（
育
男
）

同
じ
名
字
で
、
し
ま
つ
が
つ
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
え
。

○
叫
シ
引
オ
　
シ
ア
ダ
ニ
ヤ
　
オ
利
ラ
可
ヌ
　
サ
イ
ク
〆
。
（
老
女
）

座
敷
を
し
あ
げ
な
い
と
∧
掃
除
を
し
な
い
と
V
お
ら
れ
な
い
有
様

だ
。

こ
れ
な
ど
は
、
前
述
の
、
「
シ
ー
ラ
尋
ニ
ゴ
ザ
ッ
タ
　
カ
。
」
の
形
式
の
く
り

か
え
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
特
異
な
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
五
箇
方
言
文
ア
ク
セ
ン
ト
を
代
表

す
る
ほ
ど
の
位
置
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

開
A
型
・
B
型
複
合
形
式

「
A
型
」
と
「
B
型
」
と
の
複
合
形
式
が
あ
る
。

○
ヒ
ト
ツ
ダ
可
　
叫
カ
ラ
ー
ヌ
　
ワ
。
（
小
男
）

一
つ
さ
え
わ
か
ら
な
い
よ
。

○
可
マ
男
　
4
－
対
デ
　
ゴ
ザ
ソ
ス
。
（
老
女
）

今
は
坊
、
H
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。
〔
無
毒
の
穂
〕

こ
れ
ら
の
複
合
形
夢
は
、
「
A
担
」
　
「
B
型
」
の
対
比
関
係
を
み
る
う
え
か
ら

も
、
み
の
が
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
性
柘
を
元
し
て
い
る
。
r
A
型
」
と

「
B
型
」
と
を
比
較
す
る
と
、
「
A
型
」
で
あ
る
「
ヒ
ー
ト
ツ
ダ
耳
」
や
「
の
マ

ワ
l
」
は
、
最
後
の
音
節
が
上
が
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
「
B
型
」
で
あ
る

「
可
力
勇
ヌ
」
や
「
耳
1
ズ
ー
ヂ
」
は
、
第
l
一
一
貞
節
か
ら
下
が
る
と
こ
ろ
に
特
徴

が
ぁ
る
。
こ
こ
に
二
一
つ
の
田
の
性
格
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。

○
射
ト
ケ
サ
ン
刺
　
粛
ク
リ
須
ス
　
ト
コ
デ
ス
　
ワ
ー
。
（
老
男
）

仏
さ
ん
を
送
り
だ
す
と
こ
ろ
で
す
よ
。
〔
盆
〕

○
ナ
刃
ラ
ン
到
、
対
ワ
ッ
列
l
l
副
ツ
ー
テ
　
ツ
利
司
1
リ
マ
シ
タ
。
（
老
女
）

並
ん
で
す
わ
っ
て
て
∧
ま
り
を
∨
つ
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
樟
合
形
者
も
、
五
節
方
言
文
ア
ク
セ
ン
ト
の
重
要
な
特
徴
形
式
と
．

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
「
琵
頭
後
置
恕
」
を
と
り
あ
げ
た
。

三

前
項
に
述
べ
た
「
窪
頭
後
起
型
」
に
対
し
て
注
目
さ
れ
る
型
の
一
つ
は
、
い

わ
ゆ
る
「
後
下
が
り
劉
」
で
あ
る
。

○
再
1
ジ
ェ
　
ン
ノ
ヨ
ー
ナ
　
コ
タ
ー
　
プ
ザ
ラ
ノ
ヌ
　
ワ
。
（
老
男
）

島
前
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

○
利
テ
　
ゴ
ザ
ル
　
チ
ョ
ー
。
（
老
男
〕

軽
く
お
ら
れ
る
そ
う
だ
。

○
主
l
ン
ナ
　
イ
カ
シ
ャ
ン
ス
　
カ
。
（
中
女
1
同
）

み
ん
な
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
、
「
後
下
が
り
型
」
　
は
、
冒
頭
の
高
音
を
き
っ
か
け

に
、
田
下
、
低
く
流
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ク
セ
ン
ト

も
、
五
箇
方
言
に
著
し
く
お
こ
な
わ
れ
る
特
徴
形
式
で
あ
る
。

○
ガ
ー
イ
ナ
　
コ
ン
デ
　
ゴ
ザ
ン
ス
。
へ
老
女
）

大
き
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
刺
－
テ
　
モ
ラ
ッ
タ
　
カ
。
（
小
男
1
同
）

買
っ
て
も
ら
っ
た
か
。
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○
ナ
ニ
　
シ
チ
ャ
ー
ヂ
ヤ
ラ
ー
　
カ
。
（
中
男
・
・
同
）

な
に
を
L
て
る
ん
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
「
後
下
が
り
型
」
が
、
一
文
の
な
か
に
二
回
く
り
か
え
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
。

○
封
1
チ
ャ
ン
　
ト
ケ
　
イ
キ
テ
　
刃
メ
　
ノ
ン
デ
　
コ
イ
。
（
中
女
1
小
女
）

お
母
ち
ゃ
ん
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
乳
を
飲
ん
で
こ
い
。

こ
の
例
で
は
、
前
半
と
後
半
と
の
文
の
二
つ
の
部
分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
後
下

が
り
型
」
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
例
も
同
様
で
あ
る
。

U
動
力
サ
ン
ワ
　
自
－
シ
ナ
シ
タ
。
（
老
女
l
▼
中
女
）

お
母
さ
ん
は
、
す
っ
と
以
前
に
死
な
れ
た
。

○
ヒ
ヤ
ク
シ
ョ
ー
ノ
　
尋
ツ
リ
ー
ー
ス
ル
デ
ス
　
ワ
ー
。
（
育
男
）

百
姓
の
祭
を
し
ま
す
よ
。

ま
た
、
「
後
下
が
り
型
」
が
、
話
部
の
う
え
に
え
が
か
れ
て
、
二
回
、
一
二
回

と
く
り
か
え
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

○
コ
ー
ン
ヤ
　
列
J
ハ
ケ
ン
　
可
ツ
ー
テ
　
ゴ
ザ
ィ
。
（
育
男
）

今
夜
行
く
か
ら
待
っ
て
い
て
下
さ
い
。

こ
の
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

○
ナ
ー
マ
リ
ノ
　
ケ
ー
ン
キ
ュ
ー
〆
。
（
老
女
1
中
女
）

靴
り
の
研
究
だ
。

○
付
コ
ノ
　
射
J
チ
ャ
ン
〆
。
（
小
男
）

ど
こ
の
お
じ
さ
ん
だ
7

0
白
コ
　
有
キ
タ
。
（
老
女
）

ど
こ
へ
行
っ
た
．
？

こ
れ
ら
の
例
も
、
右
の
と
同
様
に
、
「
後
下
が
り
n
L
が
、
各
詣
部
の
う
え
に

え
が
か
れ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

○
カ
ン
ト
　
可
ン
．
ハ
ト
　
可
ル
ヵ
ッ
タ
　
カ
ー
。
（
老
女
）

ま
あ
ち
ょ
う
ど
都
合
が
悪
か
っ
た
ね
え
。

○
〆
イ
テ
ー
功
カ
ヨ
ー
シ
ャ
ー
可
J
り
チ
ョ
ル
デ
ス
ケ
ー
パ
ー
。

（
老
男
）

た
い
て
い
自
家
用
軍
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
え
。

○
叫
ミ
　
宥
ク
　
刺
ノ
。
（
小
男
1
小
男
）

海
へ
行
く
か
ね
。

こ
れ
ら
の
例
で
は
、
文
末
郡
、
「
ハ
▼
l
」
や
「
動
ノ
」
が
、
「
後
下
が
り
塾
」
の

く
り
か
え
し
を
受
け
て
、
自
然
に
位
密
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

五
箇
方
言
に
は
、
こ
の
「
後
下
が
り
塑
」
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
「
山

口
式
ア
ク
セ
ン
ト
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
「
山
口
式
ア
ク
セ
ン
ト
」
と

は
、
山
口
県
下
に
こ
、
開
田
に
絶
し
て
著
し
い
こ
と
か
ら
、
藤
原
与
一
先
生
に
よ

っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
た
と
え
ば
、
「
本
ガ
．
升
リ
マ
ス
。
」
　
「
お
早

う
　
ゴ
叫
イ
マ
ス
。
」
の
よ
う
な
抑
揚
を
持
つ
も
の
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
「
ガ
リ
マ
ス
」
　
「
ゴ
ザ
ー
イ
マ
ス
」
に
、
特
異
な
後
下
が
り
の
抑
揚
渡
が
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
（
藤
原
与
一
先
生
『
日
本
語
方
言
「
文
ア
ク
セ
ン
ト
」
の
研

究
～
特
異
な
下
降
調
を
持
つ
も
の
に
つ
い
て
　
ー
　
』
　
∧
音
声
の
研
究
・
第

八
橿
∨
参
照
）
。
「
判
り
マ
ス
」
　
「
ゴ
列
イ
マ
ス
」
は
、
広
島
県
な
ど
で
は
、

「
ア
男
可
ス
」
あ
る
い
ほ
「
ア
リ
寸
ス
」
、
「
ゴ
ヨ
ス
」
あ
る
い
は
「
ゴ

ザ
イ
マ
ー
ス
」
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
「
マ
ス
」
の
「
こ
の
部
分
が
高
く

発
音
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
山
口
式
ア
ク
セ
．
ン
ト
」
で
は
、
「
列
リ
マ
ス
」

「
ブ
ザ
ー
イ
マ
ス
」
の
よ
う
に
、
「
マ
ス
」
は
低
音
部
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

初
頭
の
高
音
か
ら
一
気
に
下
が
り
、
し
か
も
、
「
マ
ス
」
が
似
音
部
に
あ
る
と

こ
ろ
に
、
「
山
口
式
ア
ク
セ
ン
ト
」
の
特
徴
が
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
「
山
口
式
ア
ク
セ
ン
ト
」
が
、
五
箇
方
言
で
も
、
か
な
り
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

○
刺
司
コ
ノ
　
可
1
ド
デ
　
叫
リ
マ
ス
。
（
小
男
）

学
校
の
講
堂
で
や
り
ま
す
。
〔
映
画
〕

こ
の
文
は
、
「
刊
リ
マ
ス
」
と
い
う
形
式
を
含
ん
で
い
る
た
め
に
、
い
っ
そ
う

き
わ
や
か
に
頼
徴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
が
、
こ
の
「
可
リ
マ
ス
」
と
い

ぅ
特
異
な
後
下
が
り
調
も
、
「
刈
羽
コ
ノ
　
可
－
ド
デ
」
　
と
い
う
よ
う
な
、

「
後
下
が
り
田
」
の
話
部
の
く
り
か
え
し
の
な
か
に
お
い
て
な
が
め
る
と
、
そ
う

し
た
、
「
後
下
が
り
型
」
そ
の
も
の
と
し
て
、
自
然
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
い
わ
ば
、
特
徴
の
さ
わ
や
か
な
「
山
口
式
ア
ク
セ
ン
ト
」
を
、
自
然
に

包
む
ほ
ど
に
、
五
箇
方
言
文
ア
ク
セ
ン
ト
の
後
上
が
り
の
傾
向
は
根
強
い
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

○
剰
イ
ナ
　
カ
ー
ネ
オ
　
〓
リ
マ
ス
。
（
老
男
）

た
く
さ
ん
の
金
を
と
り
ま
す
。

○
ス
ミ
ヤ
キ
ガ
　
刺
リ
マ
ス
。
（
中
女
）

炭
焼
き
が
お
り
ま
す
。

○
刺
ミ
ヤ
サ
ン
ガ
　
ア
ー
リ
マ
ス
。
（
中
女
1
同
）

お
宮
が
あ
り
ま
す
っ

○
珂
タ
ワ
　
カ
ー
イ
マ
シ
ョ
ー
ツ
タ
。
（
老
女
）

下
駄
は
買
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
諸
例
も
、
右
の
と
同
様
の
形
式
に
年
き
る
も
の
で
あ
る
。

○
オ
セ
ワ
ニ
刃
リ
マ
シ
タ
　
パ
ー
。
（
中
女
l
同
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
ね
え
。

○
刺
ン
キ
ュ
ー
デ
　
剥
リ
マ
ス
ダ
エ
ド
　
ノ
ー
ー
。
（
老
女
）

恩
給
が
つ
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
ね
え
。

こ
れ
ら
は
、
「
後
下
が
り
型
」
の
文
末
部
を
伴
っ
た
例
で
あ
る
。

山
口
県
下
の
「
お
早
う
ノ
可
ザ
イ
マ
ス
。
」
の
よ
う
に
、
当
該
話
部
の
第
二

音
節
に
高
音
が
あ
る
も
の
も
、
前
述
の
と
同
様
に
、
「
後
下
が
り
型
」
に
属
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
列
ン
ビ
二
　
項
イ
コ
ー
　
シ
自
リ
マ
ス
。
〔
中
男
）

・
た
び
た
び
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
〔
闘
牛
〕

こ
の
文
で
は
、
特
徴
は
「
シ
‖
リ
マ
ス
」
の
と
こ
ろ
に
き
わ
や
か
で
あ
る
。
が
、

こ
の
「
シ
吊
り
マ
ス
」
も
、
「
列
ン
ど
こ
　
可
イ
コ
ー
」
と
い
う
「
後
ト
が
り

塾
」
の
な
か
に
位
置
さ
せ
て
み
る
と
、
そ
う
い
う
抑
揚
波
が
反
覆
し
た
も
の
と

し
て
、
自
然
に
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

○
■
ナ
シ
ワ
　
シ
中
マ
セ
ヌ
。
（
女
老
）

話
し
は
知
り
ま
せ
ん
。

○
列
ト
ワ
　
夕
月
ミ
マ
ス
。
（
青
女
1
老
女
）

後
は
頼
み
ま
す
。

ま
た
、

○
刃
ギ
モ
　
ツ
列
リ
マ
ス
　
ワ
ー
。
（
老
女
）

麦
も
作
り
ま
す
よ
。

○
↓
サ
ン
チ
モ
　
カ
利
リ
マ
ス
　
ワ
ナ
。
（
老
女
）

二
、
三
日
も
か
か
り
ま
す
わ
ね
。

こ
れ
ら
も
右
の
と
同
例
で
あ
る
。

○
尋
ン
べ
　
利
ン
ダ
モ
　
シ
項
マ
セ
ン
　
カ
ー
。
（
中
男
）

昨
夜
す
ん
だ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
え
。

○
慧
l
－
．
ハ
一
利
シ
タ
リ
　
男
レ
　
射
ツ
ー
タ
リ
　
シ
笥
リ
マ
シ
タ
ケ

パ
ー
。
（
老
男
）

牛
馬
に
色
あ
せ
た
り
、
自
分
が
負
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
か
ら
．
ね
え
。

64



こ
れ
ら
は
、
「
後
下
が
り
型
」
の
文
末
部
を
伴
っ
た
例
で
あ
る
。

以
上
、
「
後
下
が
り
型
」
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
し
て
、
五
箇
方
言
に
お
こ
な
わ

れ
る
「
山
口
夢
ア
ク
セ
ン
ト
」
を
も
、
「
後
下
が
り
弾
し
の
根
強
い
傾
向
を
示

す
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
位
冒
づ
け
た
の
で
あ
る
。

四

前
述
の
「
撃
頭
後
起
蟄
」
　
「
後
下
が
り
型
」
の
外
に
、
い
ま
一
つ
淳
日
す
べ

き
型
は
、
い
わ
ゆ
る
「
後
上
が
り
塾
」
で
あ
る
。
次
下
の
よ
う
な
例
が
そ
れ
で

あ
る
。

○
ナ
ン
創
　
ス
カ
可
。
（
小
女
l
同
）

な
ん
だ
か
す
か
な
い
っ

、
＼

○
ホ
ン
ト
ダ
ー
　
ジ
ヤ
。
ム
　
（
育
男
1
中
男
）

ほ
ん
と
う
だ
よ
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
各
話
部
の
最
後
音
節
が
隆
起
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
．

〇
チ
ョ
ツ
〓
　
タ
ノ
シ
耳
　
コ
ト
ワ
　
ア
リ
マ
可
ナ
ー
ネ
。
（
老
男
）

ち
ょ
っ
と
東
し
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

○
尋
－
ク
列
　
サ
ゴ
カ
司
　
ナ
。
（
小
男
1
同
）

も
う
口
を
動
か
す
な
。

こ
れ
ら
の
例
に
も
、
右
で
み
た
よ
う
な
「
後
上
が
り
型
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

○
ス
ギ
刊
　
マ
ツ
ガ
l
　
射
－
ケ
ニ
ナ
リ
マ
ス
ケ
　
刹
1
。
（
中
頃
）

杉
や
松
が
大
き
く
な
り
ま
す
か
ら
ね
え
。

こ
の
例
に
含
ま
れ
て
い
る
「
ス
ギ
可
　
マ
ツ
刺
」
は
、
各
詔
部
の
助
詞
が
隆

起
し
て
い
て
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

○
ソ
引
¶
l
　
ホ
ン
自
＝
コ
タ
ニ
ー
シ
ョ
ー
ツ
タ
　
ワ
ナ
C
　
（
老
女
）

そ
れ
は
、
ほ
ん
と
う
に
困
っ
て
い
ま
し
た
あ
わ
。

○
ダ
レ
ニ
ー
モ
　
カ
レ
↓
モ
　
ノ
マ
可
ル
。
〔
老
男
）

誰
れ
に
も
か
れ
に
も
飲
ま
せ
る
。

○
マ
ー
ー
タ
イ
折
－
＝
サ
ィ
刊
ス
　
ワ
1
。
（
老
男
）

も
l
ぅ
た
ぷ
ん
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

○
ホ
動
去
　
ナ
イ
ヂ
ヤ
可
－
　
ナ
。
（
老
女
↓
老
男
）

ほ
か
に
、
な
い
だ
ろ
う
わ
。

こ
れ
ら
の
例
も
、
だ
い
た
い
、
後
上
が
り
の
傾
向
を
に
な
う
も
の
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
後
上
が
り
の
傾
向
は
、
前
述
の
　
「
覆
頭
後
起
」
　
「
後
下
が

り
」
の
傾
向
に
比
較
す
る
と
、
い
く
ら
か
弱
い
よ
う
で
あ
る
っ
が
、
こ
れ
も
、

み
の
が
し
得
な
い
特
徴
形
式
と
思
わ
れ
る
。

「
後
上
が
り
型
」
　
に
関
連
し
て
、
藤
原
与
一
先
生
の
命
名
さ
れ
た
　
「
中
止

的
抑
揚
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
．
い
る
。
「
中
止
的
抑
揚
」
と
は
、

l
＼

O
d
司
ク
当
刊
1
ノ
　
コ
ソ
デ
ー
可
司
バ
イ
ワ
　
セ
ズ
　
パ
ー
。
（
老

男
）百

姓
の
こ
と
だ
か
ら
商
売
は
し
な
い
L
ね
え
。

l
＼

の
、
「
コ
ン
デ
ー
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
の
中
途
に
あ
っ
て
、
あ
た
か

も
、
そ
こ
で
、
文
を
ひ
と
ぐ
ぎ
り
さ
す
か
の
よ
う
な
、
上
が
り
調
子
の
抑
揚
を

指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
中
止
的
抑
揚
」
も
、
全
文
の
抑
揚
を
把
塩
す
る

う
え
に
、
重
要
な
視
点
と
な
る
。
こ
の
抑
揚
は
、
後
上
が
り
傾
向
に
侍
す
る
も

の
と
み
て
よ
い
。
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○
タ
ッ
、
列
　
ク
イ
可
ガ
　
フ
ヂ
ユ
ー
ナ

l
㌧

タ
メ
ニ
ー
：
…
・
。
（
老
男
）

た
だ
食
糧
が
不
自
由
な
た
め
に
…
…
。

こ
の
例
で
は
、
「
後
上
が
り
型
」
の
反
覆
さ
れ
る
な
か
に
、
「
中
止
的
抑
揚
」



が
む
り
な
く
位
軍
つ
け
ら
れ
て
い
ろ
。
と
は
い
え
、
な
か
で
も
、
「
中
止
的
抑

揚
」
が
光
っ
て
、
特
徴
を
き
わ
だ
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

、
＼

○
可
ル
ヮ
ー
刊
ガ
ー
ツ
テ
l
　
列
ル
ン
ダ
　
ケ
ー
。
（
小
男
）

夜
は
あ
が
っ
て
く
る
ん
だ
か
ら
。
〔
海
に
な
〕

l
＼

○
可
－
キ
ョ
ク
ノ
ー
ア
ネ
ガ
タ
デ
ス
　
ハ
1
。
（
老
男
）

浪
曲
の
真
似
師
で
す
ね
え
。

＼

　

1

　

　

1

○
の
マ
ど
フ
ー
ケ
ー
ト
レ
マ
シ
ェ
ヌ
。
（
老
女
）

今
頃
は
料
ん
と
う
に
と
れ
ま
せ
ん
。

＼

．

1

－

○

デ

ソ

ト

ー

ガ

ー

シ

ョ

ー

ワ

ク

ネ

ー

ソ

ニ

ッ

イ

タ

ト

モ

ッ

チ

ョ

ー

マ

ス

＼
．

ガ
ー
。
（
老
男
）

電
燈
が
昭
和
九
年
に
つ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
。

こ
れ
ら
の
例
で
は
、
「
中
止
的
抑
揚
」
が
、
前
述
の
遠
頭
後
起
型
」
を
消
づ

く
る
、
一
つ
の
要
素
と
も
な
っ
で
い
る
。

㌧

　

　

＼

′

1

－

1

0
■
タ
ケ
モ
ー
列
ヨ
リ
ー
モ
ッ
ト
　
セ
寸
イ
コ
ト
モ
ゴ
動
ン
ス
メ

ー
ト
モ
イ
マ
ス
ガ
　
ヵ
ー
。
（
老
女
）

昌
も
田
よ
り
、
さ
ら
に
せ
ま
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ま
い
と
思

い
ま
す
が
ね
え
。

こ
の
例
で
は
、
問
題
の
抑
揚
が
二
回
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。

長
上
、
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
中
止
的
抑
揚
」
は
後
上
が
り
の
傾
向
を
に
な

う
も
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
特
異
性
を
持
つ
「
中
止
的
抑
揚
」
が
注
意

さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
当
五
箇
方
言
の
絞
上
が
り
傾
向
の
深
さ
を
思
わ
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

五

以
上
、
五
箇
方
言
文
ア
ク
セ
ン
ト
の
基
本
的
な
特
質
傾
向
と
し
て
、
「
接
頭

後
起
型
」
「
後
下
が
り
塑
」
　
「
後
上
が
り
塑
」
の
三
つ
の
型
を
と
り
あ
げ
C
き

た
。
こ
の
な
か
で
、
最
も
五
箇
方
言
色
の
豊
か
な
も
の
は
「
捏
孤
後
起
到
」
で

あ
る
。「

接
頭
後
起
恕
」
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
全
く
特
異
な
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ

っ
て
、
島
後
の
南
部
、
西
郷
地
区
な
ど
で
は
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
。
－
音
型
の
成
立
事
情
の
考
察
は
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
、

ま
ず
、
当
石
窟
地
域
の
方
言
地
盤
の
解
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
全
隠
岐
島
方
言
の
内
部
事
情
は
そ
う
と
う
に

複
雑
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
簡
単
に
五
箇
地
域
の
方
言
地
学
雲
封
じ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
G
た
だ
、
文
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
、
五
唐
方
言
の
性
格
を
採
ろ
う

と
す
る
と
き
、
注
目
さ
れ
て
く
る
の
が
、
「
痘
頭
後
恕
抱
」
で
あ
り
、
そ
し
て

「
後
下
が
り
坦
」
　
「
後
上
が
り
型
」
で
あ
る
。

「
後
下
が
り
型
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
だ
い
た
い
反
中
国
的
な
も
の
で
あ

る
。
「
反
中
国
的
」
と
は
い
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
広
島
県
、
岡
山
県
、
あ
る
い

は
鳥
取
県
な
ど
に
お
こ
な
わ
れ
る
文
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
中
国
ア
ク
セ
ン
ト
の
主

流
に
み
た
て
た
意
味
で
の
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
山
口
県
な
ど
は
、
同

じ
中
国
園
内
に
属
し
な
が
ら
、
例
の
特
異
な
後
下
が
り
調
で
あ
る
「
山
口
式

ア
ク
セ
ン
ト
」
を
強
く
み
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
方
か
ら

い
う
と
、
五
箇
方
言
文
ア
ク
セ
ソ
寸
の
「
後
下
が
り
型
」
は
、
山
口
堅
「
に
お

こ
な
わ
れ
る
「
山
口
葺
ア
ク
セ
ン
ト
」
と
、
相
関
達
さ
せ
て
誓
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
「
後
下
が
り
型
」
の
7
ク
セ
ン

ト
が
、
五
箇
方
言
に
若
し
い
と
い
ぅ
串
具
は
、
方
言
他
に
と
し
て
、
ど
の
程
度

に
か
「
反
中
国
的
」
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
「
後
下
が
り
型
」
の
　
「
反
中
国
的
性
絡
」
に
対
し
て
、
「
往
上
が
り

型
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
だ
い
た
い
、
い
わ
ゆ
る
中
国
的
だ
と
い
え
よ
う
。
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転
じ
て
、
島
後
南
部
の
西
郷
地
区
を
み
る
と
、
後
上
が
り
の
傾
向
が
優
勢
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
次
下
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。

○
ミ
サ
ス
ー
ラ
　
セ
ン
可
ン
　
ミ
サ
ッ
可
ヤ
ー
ン
ー
ナ
。
（
中
女
）

み
さ
せ
は
し
な
い
か
ら
み
な
さ
ん
な
。

○
イ
キ
タ
ー
テ
チ
　
ッ
マ
到
ン
。
（
小
男
）

行
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
。

○
ヤ
ッ
ぺ
リ
　
ト
コ
ロ
ー
デ
　
ナ
ケ
ニ
ャ
　
オ
モ
シ
可
ィ
．
カ
ン
ジ
ー
ガ
　
ナ

イ
デ
ー
ス
　
ワ
。
（
老
男
）

や
っ
ぱ
り
、
地
元
で
な
く
て
は
、
お
も
し
ろ
い
感
じ
が
な
い
で
す
わ

い
。
〔
闘
牛
〕

l
＼

○
シ
ソ
ペ
イ
　
シ
チ
ョ
ツ
タ
ニ
ー
　
ド
ガ
列
エ
ナ
カ
ツ
列
テ
テ
　
ヨ
ロ

可
ン
ヂ
ョ
ッ
タ
っ
　
喜
女
↓
小
男
）

心
配
し
て
い
た
が
、
何
で
も
な
か
っ
た
と
い
っ
て
喜
ん
で
い
た
。

○
コ
ン
タ
ー
チ
　
コ
ン
列
チ
　
ミ
サ
ッ
可
サ
イ
　
ナ
。
（
中
男
）

君
達
、
君
達
、
ど
ら
ん
な
さ
い
ね
。

○
ナ
オ
到
ザ
ッ
タ
ラ
　
シ
カ
列
　
ナ
イ
列
　
ケ
。
（
青
竜
↓
中
男
）

な
お
ら
な
か
っ
た
ら
、
し
か
た
が
な
い
の
よ
。

○
イ
マ
ゴ
討
ワ
　
オ
ソ
可
シ
　
ト
コ
幻
ガ
　
ナ
イ
剖
ス
　
ケ
こ
。
（
馨
男
）

今
頃
は
恐
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
例
の
ほ
と
ん
ど
が
、
「
揮
領
後
起
型
」

の
頭
の
高
ま
り
が
消
え
た
状
態
の
も
の
と
、
ほ
ぼ
、
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
し
こ
も
、
五
箇
方
言
の
特
異
な
「
蒋
頭
後
垣
型
」
に

は
、
「
中
国
的
ア
ク
モ
ン
ト
」
の
「
後
上
が
り
型
」
の
内
在
を
．
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
「
中
国
的
ア
ク
セ
ン
ト
」
は
、
島
後
南
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
強
い
存

立
を
示
し
、
そ
の
ま
ま
、
ゆ
る
い
憤
剣
を
元
し
な
が
ら
、
北
部
の
五
箇
方
言
に

及
ぶ
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
五
箇
方
言
文
ア
ク
セ
ソ
ト
を
壇
的
に
代
表
す

る
「
醇
頭
後
起
型
」
に
は
、
「
中
国
的
ア
ク
セ
ン
ト
」
の
「
後
上
が
り
封
」
が

内
在
し
、
こ
れ
に
、
「
反
中
国
的
ア
ク
セ
ン
ト
」
の
「
後
下
が
り
烈
し
が
関
係

し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う
。1

広
島
大
学
大
学
院
学
生
1
1

本
稿
は
、
藤
原
与
一
先
生
の
御
指
導
を
賜
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
あ
っ

く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
臨
地
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
島
根
大
学
の
広
戸
惇
氏
、
隠
岐
高
校

の
安
部
勝
氏
を
は
じ
め
、
現
地
の
皆
様
方
か
ら
、
多
大
の
御
好
意
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
音
を
表
し
ま
す
。
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